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（１）調査問題の内容，課題等，指導改善のポイント

○調査問題の内容

学習指導要領における，「数と式」，「図形」，「関数」，「資料の活用」の各領域に示された指導内容

をバランスよく出題している。なお，中学校第２学年までの内容となるようにしている。

（例） ■ 数量の関係を一元一次方程式で表す。

■ 四角で四つの数を囲むとき，四つの数の和はいつでも４の倍数になることの説明を完成する。

■ 四角形ＡＢＣＥが平行四辺形になることを，平行四辺形になるための条件を用いて説明する。

■ 与えられた表やグラフを用いて，２分をはかるために必要な砂の重さを求める方法を説明する。

■ 二つの分布の傾向を比べるために相対度数を用いることの前提となっている考えを選ぶ。

■ ｢日照時間が６時間以上の日は，６時間未満の日より気温差が大きい傾向にある」と主張できる

理由を，グラフの特徴を基に説明する。

○課題等

数と式

◇ 整式の加法と減法の計算をすることはできている。〔１〕

◇ 具体的な場面で，一元一次方程式をつくることはできている。〔２〕

◆ 目的に応じて式を変形したり，その意味を読み取ったりして，事柄が成り立つ理由を説明す

ることに課題がある。〔６(2)〕

◆ 数学的な結果を事象に即して解釈し，事柄の特徴を数学的に説明することに課題がある。

〔６(3)〕

図形

◆ 扇形の中心角と弧の長さや面積との関係についての理解に課題がある。〔３〕

◆ 平行四辺形になるための条件を用いて，四角形が平行四辺形になることの理由を説明するこ

とに課題がある。〔９(1)〕

◆ 錯角が等しくなるための，２直線の位置関係の理解に課題がある。〔９(2)〕

◆ ある条件の下で，いつでも成り立つ図形の性質を見いだし，それを数学的に表現することに

課題がある。〔９(3)〕

関数

◇ 与えられた表やグラフから，必要な情報を適切に読み取ることはできている。〔７(1)〕

◆ 関数の意味の理解に引き続き課題がある。〔４〕

◆ 事象を数学的に解釈し，問題解決の方法を数学的に説明することに引き続き課題がある。

〔７(2)〕

資料の活用

◇ 与えられたデータから中央値を求めることはできている。〔５〕

◇ ヒストグラムからある階級の度数を読み取ることはできている。〔８(1)〕

◆ 相対度数の必要性と意味の理解に課題がある。〔８(2)〕

◆ データの傾向を的確に捉え，判断の理由を数学的な表現を用いて説明することに引き続き課

題がある。〔８(3)〕

◇･･･比較的できている点 ◆･･･課題のある点 〔 〕内の記号は，問題番号
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○指導改善のポイント

数と式

○ 目的に応じて式を変形したり，その意味を読み取ったりして，事柄が成り立つ理由

を説明する活動の重視

・ 事柄が一般的に成り立つ理由を，筋道を立てて説明できるようにするために，成り立つと予想

した事柄について，文字式や言葉を用いて解決するための見通しをもち，その見通しを基に根拠

を明らかにして説明する活動を重視することが大切である。

○ 数学的な結果を事象に即して解釈し，事柄の特徴を数学的に説明する活動の充実

・ 数の性質について成り立つ事柄の特徴を数学的に説明することができるようにするために，文

字を用いて表した計算結果を事象と関連付けて読み取る活動を充実することが大切である。

図形

○ 円と扇形との比較を通して，扇形の特徴を的確に捉える活動の重視

・ 扇形の中心角と弧の長さや面積との関係の理解を深めることができるようにするために，扇形

が円の一部であり，その面積や弧の長さを何倍かすると，元の円になることを確認するなど，扇

形の特徴を的確に捉える活動を重視することが大切である。

○ ある条件の下で成り立つ事柄を見いだし，それを数学的に表現する活動の充実

・ ある条件の下で図形を動かしたとき，常に成り立つ事柄を見いだし，それを数学的に表現する

活動を充実することが大切である。その際，図形の構成要素に着目するなどして，いつでも成り

立つ事柄を見いだす場面を設定することが考えられる。

関数

○ 関数の意味を理解するために，二つの数量について，変化や対応の様子に着目して

その関係を的確に捉える活動の重視

・ 関数の意味を理解するために，具体的な事象の中から伴って変わる二つの数量を取り出し，そ

れらの関係を見いだす活動を重視することが大切である。その際，二つの数量の変化や対応の様

子に着目し，独立変数と従属変数との違いを考察する場面を設定することが考えられる。

○ 事象の数学的な解釈に基づいて，問題解決の方法を数学的に説明する活動の充実

・ 様々な問題を数学を活用して解決できるようにするために，問題解決の方法に焦点を当て，

「用いるもの」と「用い方」を明確にして問題解決の方法を説明する活動を充実することが大切

である。その際，方法の説明として不十分なものを取り上げ吟味する場面を設定し，説明を洗練

していく活動を取り入れることが重要である。

データの活用

○ 相対度数の必要性や意味を理解するために，大きさの異なる二つ以上の集団のデー

タの傾向を比べる活動の重視

・ 大きさの異なる二つ以上の集団のデータについて，その傾向を比較する活動を重視することが

大切である。その際，度数の合計が異なる二つの集団のデータを各階級の度数で比べてよいかに

ついて検討する場面を取り入れ，相対度数の必要性を実感できるようにすることが重要である。

○ 判断の理由を説明するために，データの傾向を的確に捉える活動の充実

・ 日常生活や社会における問題を取り上げ，その問題の解決のために収集したデータの傾向を的

確に捉える活動を充実することが大切である。その際，データを整理したグラフの形から分布の

特徴を視覚的に捉えたり，代表値を求めて比較したりするなど，数学的な表現を用いて判断の理

由を説明することが大切である。

※「指導改善のポイント」の記載は，今後の指導のために，平成29年告示の学習指導要領の領域・内容に基

づいている。
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（２）集計結果（正答等の状況） 
【数学】 

生徒数 平均正答数 平均正答率 中央値 標準偏差 最頻値 

932,995 人 9.2/16 問 57.5％ 10.0 問 3.7 問 11 問 

 

 

正答数分布グラフ（横軸:正答数，縦軸:生徒の割合）   学習指導要領の領域等の平均正答率 

 

 

 

分類・区分別集計結果                  

分類 区分 
対象問題数 

（問） 
平均正答率 

（％） 

学習指導

要領の 

領域 

数と式  5 65.3 

図形  4 51.8 

関数  3 56.8 

資料の活用  4 54.0 

評価の 

観点 

数学への関心・意欲・態度  0  

数学的な見方や考え方  7 41.5 

数学的な技能  3 77.9 

数量や図形などについての

知識・理解 
 6 65.9 

問題形式 

選択式  2 52.8 

短答式  9 70.8 

記述式  5 35.5 
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問題別正答率「棒」・無解答率「折れ線」 

（横軸：問題番号，縦軸：生徒の割合） 

１   ２   ３     ４    ５   ６(1)  ６(2)   ６(3)    ７(1)    ７(2)   ８(1) ８(2)  ８(3) ９(1)  ９(2)  ９(3) 
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問題別集計結果 

 

 

 

 

 

 

数
と
式

図
形

関
数

資
料
の
活
用

数
学
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

数
学
的
な
見
方
や
考
え
方

数
学
的
な
技
能

数
量
や
図
形
な
ど
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解

選
択
式

短
答
式

記
述
式

１
2(1)
ア

○ ○ 77.4 0.8

２
1(3)
ウ

○ ○ 71.8 7.4

３
1(2)
ウ

○ ○ 68.6 0.3

４
1(1)
ア

○ ○ 48.4 9.2

５
1(1)
ア

○ ○ 84.4 1.0

６（１）
2(1)
イ,ウ

○ ○ 84.2 3.4

６（２）
2(1)
イ,ウ

○ ○ 62.3 15.1

６（３）
2(1)
イ,ウ

○ ○ 30.9 29.5

７（１）
1(1)
ウ

○ ○ 93.6 2.0

７（２）
1(1)
エ,オ

○ ○ 28.2 24.3

８（１）
1(1)
ア

○ ○ 83.2 4.2

８（２）
1(1)
ア

○ ○ 37.1 1.0

８（３）
1(1)
イ

○ ○ 11.2 31.8

９（１）
2(2)
イ,ウ

○ ○ 44.6 3.5

９（２）
2(1)
ア

○ ○ 64.7 14.0

９（３）
2(1)
ア

○ ○ 29.3 28.4

 
正
答
率

(

％

)
 
無
解
答
率

(

％

)

数量の関係を一元一次方程式で表す
具体的な場面で，一元一次方程式を
つくることができる

問題番号 問題の概要 出題の趣旨

評価の観点 問題形式

（５x＋６y）－（３x－２y）を計算する 整式の加法と減法の計算ができる

学習指導要領の領域

中心角６０°の扇形の弧の長さについて正しい
ものを選ぶ

扇形の中心角と弧の長さや面積との
関係について理解している

経過した時間と影の長さの関係を，「…は…の関数
である」という形で表現する

関数の意味を理解している

反復横とびの記録の中央値を求める
与えられたデータから中央値を求め
ることができる

ヒストグラムからある階級の度数を
読み取ることができる

四角で囲んだ４つの数が１２，１３，１７，
１８のとき，それらの和が４の倍数になるか
どうかを確かめる式を書く

問題場面における考察の対象を明確
に捉えることができる

四角で４つの数を囲むとき，４つの数の和は
いつでも４の倍数になることの説明を完成する

目的に応じて式を変形したり，その
意味を読み取ったりして，事柄が成
り立つ理由を説明することができる

四角で４つの数を囲むとき，四角で囲んだ４つの数
の和がどの位置にある２つの数の和の２倍であるか
を説明する

数学的な結果を事象に即して解釈
し，事柄の特徴を数学的に説明する
ことができる

錯角が等しくなることについて，根拠となる直線Ｆ
Ｅと直線ＢＣの関係を，記号を用いて表す

錯角が等しくなるための，２直線の
位置関係を理解している

∠ＡＲＧや∠ＡＳＧの大きさについていつでも
いえることを書く

ある条件の下で，いつでも成り立つ
図形の性質を見いだし，それを数学
的に表現することができる

２つの分布の傾向を比べるために相対度数を用いる
ことの前提となっている考えを選ぶ

相対度数の必要性と意味を理解して
いる

「日照時間が６時間以上の日は，６時間未満の日よ
り気温差が大きい傾向にある」と主張できる理由
を，グラフの特徴を基に説明する

データの傾向を的確に捉え，判断の
理由を数学的な表現を用いて説明す
ることができる

四角形ＡＢＣＥが平行四辺形になることを，平行四
辺形になるための条件を用いて説明する

平行四辺形になるための条件を用い
て，四角形が平行四辺形になること
の理由を説明することができる

与えられた表やグラフから，砂の重さが７５ｇ
のときに，砂が落ちきるまでの時間が３６．０秒で
あったことを表す点を求める

与えられた表やグラフから，必要な
情報を適切に読み取ることができる

与えられた表やグラフを用いて，２分をはかる
ために必要な砂の重さを求める方法を説明する

事象を数学的に解釈し，問題解決の
方法を数学的に説明することができ
る

気温差が９℃以上１２℃未満の階級の度数を書く
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（３）地域の規模等の状況 

 
［数学］ 

正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒の割合） 

 

 

 

 
  

（４）都道府県・指定都市の状況 

 
［数学］ 

正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：都道府県・指定都市数） 

 

 
※都道府県は指定都市を除く。全国（公立）の平均正答率は整数値で表示している。 
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16

問

全国（公立）
大都市
中核市
その他の市
町村
へき地

全国（公立） 903,253人 9.1 / 16問 57.2% 10.0問 3.7問

大都市 223,575人 9.3 / 16問 58.2% 10.0問 3.7問

中核市 211,631人 9.2 / 16問 57.3% 10.0問 3.7問

その他の市 377,684人 9.0 / 16問 56.3% 9.0問 3.7問

町村 80,972人 8.9 / 16問 55.6% 9.0問 3.7問

へき地 14,957人 8.7 / 16問 54.6% 9.0問 3.6問

中央値 標準偏差生徒数 平均正答数 平均正答率
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全都道府県市（公立）中，
最低平均正答率
【全国との差】

57%
63% 52%

【+6%】 【-5%】

全国（公立）の
平均正答率

全都道府県市（公立）中，
最高平均正答率
【全国との差】

○ 平均正答数，平均正答率，中央値，標準偏差を見ると，地域の規模等（公立：大都市，中核 

市，その他の市，町村，へき地）による大きな差は見られない。 

○ 各都道府県・指定都市（公立）の状況については，平均正答率を見ると，全ての都道府県・

指定都市が平均正答率の±10％の範囲内であり，大きな差は見られない。 

※大都市（政令指定都市及び東京 23区），中核市，その他の市，町村の値は，当該地方公共団体の教育委員会が設置管理する公立
学校に在籍する生徒の調査結果（正答数）を集計したものである（都道府県立学校は含まない）。 

※へき地の値は，へき地教育振興法及び各都道府県の条例（規則）によって指定された学校に在籍する生徒の調査結果を集計した

ものである。大都市，中核市，その他の市，町村の値に重複する。 
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（５）教育委員会の状況 

 

［数学］ 

 
 正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：教育委員会の割合） 

 

 

（６）学校の状況 

 

［数学］ 

 
正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：学校の割合） 

 

9.0 / 16問1,786 56.1% 56.0% 6.6%

教育委員会数
教育委員会の
平均正答数

教育委員会の
平均正答率

教育委員会の
中央値

教育委員会の
標準偏差
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9.1 / 16問9,676校 56.6% 56.6% 8.8%

学校数
学校の

平均正答数
学校の

平均正答率
学校の
中央値

学校の
標準偏差
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○ 各教育委員会の状況については，全国平均からの離れ具合を表す平均正答率の標準偏差を 

見ると，平成 31 年度と比べ，ばらつきに大きな変化は見られない。  

○ 各学校の状況については，全国平均からの離れ具合を表す平均正答率の標準偏差を見ると， 

平成 31 年度と比べ，ばらつきに大きな変化は見られない。 

（３）地域の規模等の状況 

 
［数学］ 

正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒の割合） 

 

 

 

 
  

（４）都道府県・指定都市の状況 

 
［数学］ 

正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：都道府県・指定都市数） 

 

 
※都道府県は指定都市を除く。全国（公立）の平均正答率は整数値で表示している。 
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中核市 211,631人 9.2 / 16問 57.3% 10.0問 3.7問
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57%
63% 52%
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全国（公立）の
平均正答率

全都道府県市（公立）中，
最高平均正答率
【全国との差】

○ 平均正答数，平均正答率，中央値，標準偏差を見ると，地域の規模等（公立：大都市，中核 

市，その他の市，町村，へき地）による大きな差は見られない。 

○ 各都道府県・指定都市（公立）の状況については，平均正答率を見ると，全ての都道府県・

指定都市が平均正答率の±10％の範囲内であり，大きな差は見られない。 

※大都市（政令指定都市及び東京 23区），中核市，その他の市，町村の値は，当該地方公共団体の教育委員会が設置管理する公立
学校に在籍する生徒の調査結果（正答数）を集計したものである（都道府県立学校は含まない）。 
※へき地の値は，へき地教育振興法及び各都道府県の条例（規則）によって指定された学校に在籍する生徒の調査結果を集計した

ものである。大都市，中核市，その他の市，町村の値に重複する。 
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（７）国・公・私立学校の状況 

 

［数学］ 

＜公立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒の割合） 

 

 

＜国立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒の割合） 

 

 

＜私立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒の割合） 
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○ 国立・私立学校は一般的に入学者選抜を行っていることに留意する必要があるが，平均正答 

数について見ると，国立・私立学校は，公立学校を上回っている。 

9.1 / 16問

生徒数 平均正答数 平均正答率 中央値 標準偏差

903,253人 57.2% 10.0問 3.7問

12.7 / 16問

生徒数 平均正答数 平均正答率 中央値 標準偏差

7,616人 79.5% 13.0問 2.5問

10.2 / 16問

生徒数 平均正答数 平均正答率 中央値 標準偏差

22,126人 64.0% 11.0問 3.3問




